
学校の人権への取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

国分寺地区人権擁護委員だより No.１6 

2020/６月 

月 

国分寺市立第三小学校  

四中では、「四中宣言」のもと〝四つ葉のクロー

バー運動″（思いやり 助け合い 伝統 正義）が

受け継がれ、あいさつコンクールなど、生徒主体の

人権活動を実施しています。 

また、生徒会による「つながるポスト」が各階に

設置され、匿名で意見、質問、困りごとが寄せられ

ます。生徒会役員みんなで解決策を考え、時に先生

にも手伝ってもらった返信を昇降口に掲示していま

す。 

［田中］                       

国分寺市立第四中学校 

国分寺市立第三小学校は、現在、令和元年・２年度東京都教育委員会人権尊重教育推進校、

及び国分 寺市教育委員会研究協力校の指定を受け、『「自尊感情」を高め、自分も友達も大切に

できる児童の育成』を研究主題とし人権教育に関する実践的研究に取り組んでいます。 

令和２年２月７日、その中間発表が行われ、２年生、３年生、５年生についてそれぞれ公開

授業が実施されました。２年生は「世界のいろいろな国の人たちと」という主題で国際理解を

図る内容でした。３年生は「いじめのない学級をつくろう」という主題で、いじめが人権を傷

つけるものであるという理解を進めるとともに、いじめが起きた際に何ができるかを学ぶとい

った内容でした。５年生は単元名「理由を明確にして、すいせんしたり、それを聞いたりしよ

う」という単元名で、自分が推薦する漢字一字を挙げ、そのメリットやデメリットを伝えると

いう授業内容でした。自ら主体となり発表をするとともに、他者の発表にも耳を傾けること

で、個人の尊重への意識を高める内容となっていました。 

今回の公開授業は研究の一部であり、各学年や全校で様々な取り組みをしているということ

でした。研究期間は令和２年度までとなっておりますので、引き続き、第三小学校の研究活動

を人権擁護委員として見守っていきたいと思います。 

［成瀬］ 



第 19回人権のつどい「アンガーマネジメント」開催報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度・全国中学生人権作文コンテストについて、市立第一中学校～市立第五中学校の皆様から

624 作品を提出していただきました。応募された作品の中から、国分寺市長賞・東京都大会・多摩東人

権擁護委員協議会長賞への対象作品を選考するために、国分寺市人権擁護委員６名で全作品を読み、意

見交換いたしました。国分寺市長賞を受賞した５名の生徒には令和元年 11 月 30 日にリオンホールで

行われた、「第 19 回人権のつどい」で作文朗読をしてもらい会場の皆様から、多くの拍手をいただきま

した。毎回、中学生人権作文の、ご協力、ご指導いただいております国分寺市教育委員会・市立各中学

校の校長はじめ作文指導の先生・生徒の保護者の皆様に感謝し、お礼を申し上げますとともに、今後

も、人権に関しての多くの作品をお寄せいただきたく、改めてお願いいたします。     ［熊谷］ 

 

<令和元年度国分寺市長賞の受賞者> 

第一中学校２年 後藤 大翔 『涙』 

第一中学校２年 龍崎 和奏 『国境を越えた学びへ』 

第二中学校３年 木寺 勇太 『誰もが自分らしく生きられる世界へ』 

第三中学校２年 中島 美海 『当たり前を当たり前に』 

第五中学校２年 阿部 琴羽 『障がいを理解すること』 

（学校・学年別 五十音順）              

 中学生人権作文市長賞表彰式 

令和元年 11 月 30 日（土）cocobunji プラザにて

「人権のつどい」を開催致しました。 

最初に、人権啓発運動の一環である中学生に書いてい

ただいた人権作文の「国分寺市長賞」受賞者の表彰式を

行い、ご自分の作文を朗読していただきました。感動の

時間でした。 

次の講演会では、講師・高田しのぶさん（日本アンガ

ーマネジメント協会ファシリテーター）に、感情を上手

にコントロールして、すっきりとした気持ちで日々過ご

せるようにと、具体的なお話をしていただき、大変、参

考になりました。 

最後にアトラクション、「女声アンサンブル凛」の透明

感あふれる歌声、心に響く演奏でした。以上をもって、

「つどい」を終了致しました。  ［二階堂］ 

第 19 回 人権のつどい 

【子どもの人権 110 番】 

  子どもや保護者等からの電話相談の対応を法務局職員と連携しながら取り組んでいます。「困って

いること、悩んでいること、怒っていること」、その他様々な相談に対応しています。            

相談時間 月曜日～金曜日 午前 8:30～午後 5:15 電話番号 0120-007-110 

 

【子どもの人権ＳＯＳミニレター】 

  子ども自身からの手紙で教師や家の人にも相談できない、子どもの悩みや、悲しみ（いじめ・虐

待等）の気持ちが届きます。 

  SOS ミニレターの返信作業は学校及び関係機関と連携を図りながら、子どもの気持ちを受け止

め、子どもの気持ちに寄り添うよう丁寧に対応し、返信しています。 

  SOS ミニレター用紙は指定のケースに入れ学校の保健室前の廊下に置き、子どもがいつでも使え

るようにしています。便箋付封筒で、切手はいりません。              ［岩崎］ 

中学生人権作文コンテスト 

 
 

子どもの人権 110番・ＳＯＳミニレター 

 



〝第 26回子どもたちからの人権メッセージ発表会″開催報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩東地区 13 市の代表児童によるメッセージ発表会。令和元年度は、９月 14 日（土）に〝第 26 回子

どもたちからの人権メッセージ発表会″が行われました。国分寺市からは国分寺市立第四小学校の五味恵理

佳さんが「一人の力で」というテーマでいじめを少しでも減らしたい想いを、〝ルネこだいら″の大きなホ

ールで堂々と発表しました。子どもたちからの人権メッセージはどれも大変心を打つ発表でした。 

［田中］ 

 

「人権の花」運動 ～未来へつなげよう 違いを認め合う心～ 
 
令和元年度は、五小と六小の５・６年生が委員会活動として「人権の花」運動に取り組んでくれまし

た。花植の前に平昌オリンピックの選手達が歌う“花は咲く”のビデオを見ました。「花は 花は 花は咲

く いつか生まれる君に 花は 花は 花は咲く わたしは何を残しただろう」（「花は咲く」 作詞：岩井俊

二）東日本大震災のあと、作られ歌われてきました。思いをこめて作られた歌を、願いをこめて人が歌

うことで、たくさんの人にやさしい気持ちが伝わっていきます。一人一人が思いやりの心をこめて「人

権の花」を育ててもらいたいと願っています。                     ［村原］ 

 

第五小学校（令和元年５月 27 日） 第六小学校（令和元年５月９日） 

６月２日「人権擁護委員の日」の人権啓発 上映会 開催報告 

「人権擁護委員の日」の人権啓発 上映会 

令和元年６月２日（日）cocobunji プラザにて国分寺市と人

権擁護委員の会主催による「人権擁護委員の日」人権啓発活動

を行いました。 

最初に「国分寺語りの会」による国分寺の昔話。 

続いて上映は、DVD「生命のことづけ」。東日本大震災で被

災した障害者と、その関係者の姿を通しての内容です。過酷な

避難所生活、様々な支援の取り組みの記録で、人間の尊厳、今

後の様々なあり方をあらためて考えさせられました。 

最後に、グリークラブ「湧水」の合唱。 

ご参加されました皆様、心より、感謝申し上げます。                

［二階堂］ 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

あなたの人権が侵害されたとき、生活の悩みや不安を抱えているとき、お気軽にご相談ください。 

人権擁護委員が相談を受けています。 

相談は無料、秘密は厳守します。 

どなたでもご利用いただけます。 

お気軽にお電話でご予約ください。 

 

原則として毎月第2木曜日 

午後１時～4時（１回30分） 

 

場  所：男女平等推進センター相談室 

（ひかりプラザ内） 

予約電話：042-573-4378 

受付時間：月～金 午前９時～午後５時 

（祝日・年末年始を除く） 
     

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、身近な人権相談は現在中止しています。再開する際には

市ホームページ、市の人権平和課 Twitter 等でお知らせする予定です。ご理解のほどよろしくお願い

します。 

 

法務省では、電話による人権相談を行っていますのでご利用ください。 

① みんなの人権 110 番（人権一般）             0570-003-110 

② 女性の人権ホットライン（女性の人権問題）     0570-070-810 

③ 子どもの人権 110 番（子供の人権問題）       0120-007-110 

④ 外 国人人権相談（外国人の人権問題）         0570-090-911 

 

 

 

 

６月11日 11月12日 

７月9日 12月10日 

８月13日 １月14日 

９月10日 ２月10日 

10月８日 ３月11日 

人権Ｑ＆Ａ 

第１４回人権

のつどいのお

知らせ 
 

Ｑ：私は、外国籍の母と日本国籍の父を親に持つ中学生です。いま学校は新型コロナウイルスの影響で

休校になっていますが、母の母国では新型コロナウイルスの感染が広がっています。今後、そのこ

とでいじめられたり避けられたりしないかとても心配です。 

Ａ：誰もが不当な差別や偏見にさらされることなく平等に扱われることは、人権尊重の基本理念であり、と

ても重要なものです。現在の社会情勢に照らし、新型コロナウイルスの感染拡大への不安などを抱くの

は当然のことと思います。しかし、これに関連し、他人を不当に差別したり、偏見にさらしたりするこ

とは、決して許されません。もしも、あなたが心配しているようないじめ等に遭遇した場合には、身近

な大人や公的相談窓口などに相談してください。法務省でも、私たち人権擁護委員が、みんなの人権１

１０番（０５７０－００３－１１０）、子どもの人権１１０番（０１２０－００７－１１０）などの相談

ダイヤルを設けていますので、ぜひご利用ください。 

［成瀨］ 

令和２年度の相談日※ 

 

編集：国分寺地区人権擁護委員の会 

   【人権擁護委員：岩崎 文子・熊谷 淳・田中 久美子・成瀨 大輔・二階堂 寛・村原 町子】 

発行・問合せ：国分寺市 市民生活部 人権平和課 

〒1８5-0034 国分寺市光町１-46-８ ひかりプラザ内  電話：042-573-4378 

身近な人権相談のご案内 

第１４回人権のつどいのお

知らせ 
 


